
第
３
部
で
は
、
第
１
・
２
部
の
両
講
師

に
加
え
、
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
・
ウ
ォ
ラ
ス

大
学
の
リ
ー
・
ピ
ク
ラ
ー
教
授
と
、
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
社
会
医
療
研
究

所
の
岡
田
玲
一
郎
所
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
、「
日
米
両
国
の
課
題
と
将
来
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
こ
こ
で
は
国
境
を
越

え
た
多
く
の
医
療
問
題
に
関
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
医
療
・
福
祉

関
係
者
や
学
生
に
と
っ
て
、
有
益
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
で
は
地
域
医

療
の
質
の
向
上
の
た
め
、
定
期
的
に
、

馬
場
記
念
病
院
の
登
録
医
の
先
生
方
と

一
緒
に
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
月
６
日
に
は
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
堺
で
第
33
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
勉
強
会
で
は
消
化
器
科
部
長
原

順
一
医
師
に
よ
る
「
特
発
性
炎
症
性
腸

疾
患
に
つ
い
て
」、
神
経
内
科
部
長
北

口
正
孝
医
師
の
「
睡
眠
中
の
大
声
、
暴

力
〜
レ
ム
睡
眠
行
動
異
常
」、
救
急
部
部

長
宇
野
淳
二
医
師
の
「
当
院
の
脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
の
紹
介
」、
法
人
本
部
課
長
代

理
の
原
田
佳
子
の
「
脳
卒
中
地
域
連
携

パ
ス
の
実
績
報
告
」
な
ど
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
登
録
医
の
先
生
方
と
馬
場

記
念
病
院
の
医
師
と
の
連
携
強
化
・
情

報
交
換
の
た
め
、
登
録
医
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
第
11
回
目
の
今
回
は
、
法

人
本
部
企
画
運
営
局
長
田
中
恭
子
か

ら
、
各
種
研
修
や
地
域
連
携
に
対
す
る

取
り
組
み
な
ど
、
地
域
医
療
支
援
病
院

と
し
て
の
実
績
報
告
に
加
え
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
・
骨
密
度
測
定
検
査
器
の

共
同
利
用
促
進
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
平
成
21
年
度
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
救
急
医
療
体
制
の
強
化
」
に
関

し
て
、
急
性
期
病
床
の
確
保
対
策
と
し

て
の
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
ペ
ガ
サ
ス

ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
と
介
護
療
養

型
老
人
保
健
施
設
ペ
ル
セ
ウ
ス
の
開
設
、

さ
ら
に
平
成
22
年
度
に
開
設
予
定
の
介

護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
エ
ク
ウ
ス
を

紹
介
。
そ
の
後
、
各
診
療
科
部
長
の
紹

介
に
続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
馬
場
記
念
病
院
で
は
、
登
録
医

の
先
生
方
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
よ

り
実
り
の
あ
る
勉
強
会
と
登
録
医
集
会

を
開
催
し
ま
す
。
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平成22年4月1日現在社会医療法人ペガサス　外来診療のご案内

馬
場
記
念
病
院

馬
場
病
院

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

午前診
9：00～
受付
8：30～12：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診

午後診
15：00～18：00
受付14：30～18：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

夜診
18：00～19：00
受付17：30～19：00

午後診
14：00～
受付
13：00～15：00

　　　　　は
予約が必要です。
必ず予約のうえ
ご来院ください。

内科
循環器科

外科
消化器科

脳神経
外科

（脳）神経
内科

整形外科

形成外科

内科

（脳）神経内科

整形外科

泌尿器科

1診

2診

1診 
＜内科外来にて＞

2診

3診

1診

2診

１診 

２診  

外・消１診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土

脳外科４診 前田一史

山下　啓
（循環器）

坂本常守
（循環器）

周藤弥生
（糖尿病）

若山公作
（呼吸器）

金原　功 坂下克也

久保俊彰 上田朋子
＜１０：００～＞

往診 往診 往診 往診 往診

中林孝之 峯田春之 中林孝之 中林孝之 中林孝之 中林孝之

宇治義正

野澤昌弘 清水信貴（予約検査）
梅川   徹（診察のみ）

山本喜英 山本喜英

難波雅司
（循環器）

永田光里
（呼吸器）

坂本常守
（循環器）

渋谷雅常 金原　功 寺岡　均 大平　豪
第1・3週

外・消２診 原　順一 寺岡　均 真下勝行 渋谷雅常 平田直人 大平雅一
第2・4・5週

（脳）神経内科１診 高橋光雄 北口正孝 峯田春之 北口正孝 平賀定一

（脳）神経内科２診 中谷芳美 千本裕子 西本和弘 楠　進／三浦文子
第1・3週/第2・4・5週

長谷川隆典

脳外科１診 宇野淳二 伊飼美明 魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復 交替制

整形外科１診 本田良宣 岡垣健太郎 三木慎也 本田良宣 岡垣健太郎 交替制

交替制上田朋子
＜１０：００～＞

千本裕子

担当医 宇治義正 久保俊彰 久保俊彰 久保俊彰

1診 永田安徳 永田安徳 永田安徳 永田安徳 永田安徳

永田安徳 担当医 宇治義正 宇治義正 担当医

担当医 矢野　基 担当医 担当医 永田安徳

宇治義正 担当医 宇治義正 宇治義正 宇治義正 岡本隆司第１・３週
田中秀典第２・４・5週

永田安徳 第1・3・5週
矢野　基 第2・4週

担当医 本田良宣
＜整形外科＞

久保俊彰＜外科＞
担当医＜外科＞

山本喜英
＜外科＞

北口正孝
＜（脳）神経内科＞

北口正孝 北口正孝

坂本常守
（循環器）

辻　秀憲

玉垣芳則
（在宅酸素）

岡垣健太郎
（関節の外来）

南部泰孝
（睡眠時無呼吸外来）

整形外科２診 篠塚宗徹 山北真也 交替制篠塚宗徹 山北真也 三木慎也

山本喜英 山本喜英／矢野　基
交替制

濱田征宏

脳外科２診 馬場武彦 徳永　聡 伊飼美明徳永　聡 前田一史

田口晴之／島田健永
第1・3・5週／第2・4週
（ともに循環器）

池尻義隆／久郷亜希
第2週／第1・3・4・5週
（ともに認知症外来）

脳外科３診 藤本基秋 藤本基秋 甲斐康稔長岡慎太郎甲斐康稔

田中秀典
（呼吸器）

平山道彦
（循環器）

外・消３診 河内屋友宏 原　順一 北田拓也
（肝臓病）

整形外科３診 山本　研
手の外来（予約のみ）吉田　映 吉田　映

周藤弥生
（糖尿病）
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１
月
23
日
、
社
会
医
療
研
究
所
が
主
催

し
、
社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
も
共
催

す
る
「
日
米
ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
０
イ
ン
大
阪
」
が
梅
田
の
毎
日

イ
ン
テ
シ
オ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

医
療
の
専
門
家
を
お
招
き
し
、
毎
回
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
恒
例
の
講
演
会
。
今
回

は
、
第
１
部
と
し
て
ス
ー
ザ
ン
・
グ
レ

ッ
グ
女
史
に
よ
る
「
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
長
期

急
性
期
）
病
院
と
は
何
か
？
」、
第
２
部

で
は
ス
ー
ザ
ン
・
モ
ー
ツ
女
史
に
よ
る

「
循
環
器
ケ
ア
の
新
た
な
話
題
」
に
関
す

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さまざまな医療問題の解決に取り組む社会医療
研究所所長。アメリカの最新の医療事情にも精
通し、医療関係者を対象とするアメリカ病院視
察ツアーをも主催。



放
射
線
科
の
医
師
は
直
接
、
患
者

さ
ま
を
診
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
の
と
き
、
造
影
剤
な
ど
を
注

射
す
る
以
外
、
患
者
さ
ま
と
接
す

る
機
会
が
な
い
た
め
、
皆
さ
ま
に

は
な
じ
み
の
少
な
い
診
療
科
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、

馬
場
記
念
病
院
で
撮
影
さ
れ
た
レ

ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
（
Ｘ
線
写
真
）

や
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
な
ど
の
向

こ
う
に
は
、
私
た
ち
放
射
線
科
の

専
門
医
が
必
ず
い
て
、
適
切
な
画

像
診
断
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

放
射
線
科
で
は
主
に
、
診
療
放
射

線
技
師
が
撮
影
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン

フ
ィ
ル
ム
や
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像

の
読
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
殊

な
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
う
と

き
は
、
そ
の
撮
影
方
法
を
技
師
に

指
示
し
た
う
え
で
、
画
像
を
読
影

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
造
影
検
査

（
胃
腸
透
視
、
注
腸
透
視
、
血
管

造
影
）
や
、
核
医
学
検
査
で
用
い

る
放
射
性
医
薬
品
の
投
与
と
読
影

も
放
射
線
科
の
仕
事
で
す
。
検
査

件
数
は
数
多
く
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
だ

け
で
も
月
間
８
０
０
〜
９
０
０

件
、
Ｃ
Ｔ
検
査
は
月
間
２
０
０
０

件
以
上
あ
り
ま
す
。
多
く
の
検
査

に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
、
部

長
で
あ
る
私
の
ほ
か
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
の
読
影
を
す
る
専
門
医
が
毎
日

１
〜
２
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
週
１
回
、
血
管
造
影
を
行
う

専
門
医
が
２
名
勤
務
す
る
な
ど
、

充
分
な
専
門
医
体
制
で
正
確
な
画

像
診
断
と
病
気
の
発
見
に
努
め
て

い
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
読

影
で
も
っ
と
も
留
意
し
て
い
る
の

は
、
病
気
が
映
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
見
極
め
る
こ
と
、
そ
の
一
言

に
尽
き
ま
す
。
ど
ん
な
場
合
も
見

落
と
し
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
検

査
の
結
果
、「
異
状
を
認
め
ま
せ
ん
」

と
断
言
す
る
こ
と
は
、
専
門
医
と

し
て
大
変
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。

充
分
に
慎
重
を
期
し
て
画
像
を
診

て
、
少
し
で
も
疑
い
が
あ
る
場
合

は
詳
し
く
報
告
書
に
記
載
し
、
さ

ら
に
必
要
な
検
査
を
組
み
合
わ
せ
、

適
切
な
診
断
・
治
療
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。

反
対
に
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム

で
病
状
を
診
断
で
き
、
こ
れ
以
上
、

ほ
か
の
検
査
を
す
る
必
要
が
な
い

と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
主
治
医
に

伝
え
ま
す
。
検
査
は
少
な
か
ら
ず

患
者
さ
ま
に
負
担
を
お
与
え
す
る

も
の
で
す
。
不
必
要
な
検
査
を
省

き
、
検
査
に
よ
る
被
ば
く
を
軽
減

す
る
こ
と
も
、
放
射
線
科
医
の
重

要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

放
射
線
科
で
は
、
脳
神
経
外
科
領

域
の
頭
部
Ｃ
Ｔ
、
脳
血
管
造
影
な

ど
を
除
き
、
院
内
の
す
べ
て
の
診

療
科
の
依
頼
に
応
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
科
医
師
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
で
す
。

と
く
に
気
に
な
る
患
者
さ
ま
に
つ

い
て
は
、
そ
の
後
の
診
断
・
治
療

経
過
を
聞
く
な
ど
、
絶
え
ず
情
報

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
な
が
ら
、

よ
り
確
実
な
診
断
を
行
う
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
院
内
の
各

科
医
師
を
集
め
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ

ィ
ル
ム
の
読
影
の
症
例
検
討
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

院
内
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
診
療

所
の
先
生
方
か
ら
画
像
診
断
の
ご

依
頼
も
受
け
て
い
ま
す
。
な
か
に

は
、
診
療
所
で
撮
影
し
た
フ
ィ
ル

ム
を
持
参
し
、
相
談
に
来
院
さ
れ

る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
は
フ
ィ
ル
ム
を
見

な
が
ら
意
見
交
換
し
、
よ
り
適
切

な
診
断
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

｠｠ 馬
場
記
念
病
院
　

放
射
線
科
　

部
長
　
山
田
哲
也

からのお知らせ

齢者専用賃貸住宅ペガサスロイヤルリゾート石

津では、入居者の方々にいつまでも健康でお過

ごしいただけるよう、月2回、リハビリテーションを兼ね

た「体操教室」を開催しています。講師はペガサス ボラ

ンティア委員の岡井扶美子さん。今回の参加者は身体をあ

る程度動かすことができる方たちで、また男性もいらっし

ゃったため、従来の教室よりも大きな動作を取り入れた体

操が多く、参加者の皆さまは楽しそうに体を動かしていら

っしゃいました。今後も

ペガサスロイヤルリゾー

ト石津では、入居者の皆

さまの健康増進につなが

るさまざまなイベントを

企画していきます。

※10時・13時に馬場記念病院から送迎バスが出ています。

※生活保護受給世帯・市町村民税非課税世帯の入居も

可能です。ご相談ください。

地説明会を毎月2回、土日に実施しています。参

加費無料となっておりますので、少しでもご興味

のある方は、是非この機会にご参加ください。

ペガサスグループでは、すべての職員が機能訓練に関する高い
知識と技術を持つことを目的に、独自の認定資格「ペガサス認
定機能訓練士」を設けました。対象はグループ内の理学療法
士・作業療法士・言語聴覚士以外の職員で、機能訓練に従事す
る（可能性がある）人。1月に行われた第1回目は50名が挑戦し、
合格者は、ペガサスデ
イケアセンター 今西崇、
吉井宗広の2名という狭
き門でした。私たちは
今後も年に2回、この試
験を実施し、より質の
高い機能訓練の提供を
めざします。

ペガサスでは毎年、職員の勤務意欲の向上を目的に、他の職員
の模範となる職員を表彰しています。平成21年度は、昨年12月
22日に表彰式が行われました。
今回は、栄養部の松井理恵、ME部の塚本賢治、看護部の副看護
部長・正本恵子が職員表彰を受けました。このうち正本は、平
成10年の 永年勤続表彰、平成12年の接遇表彰、平成15年の優秀
表彰に続いての4回目の表彰。この表彰回数は、職員の中で最多
の記録となります。今回は、大阪病院学会で「未就業看護師の
復職支援研修に関する取り組み」について発表し、優秀な成績
を収めたことが主な表彰理由となりました。

H22年度診療報酬改定によって病院の窓口負担がどう変わ
るのか、また病院でよく取り扱う書類について、医事課
の担当者よりわかりやすくご説明させていただきます。

種類 合計（件）月平均（件） 

2009年　検査件数 

一般撮影 31,408 2617 

乳房撮影 381 32 

ポータブル 2,240 187 

DIP 29 2 

イメージ 633 53 

血管造影（アンギオ）脳・腹部 706 60 

心臓カテーテル 244 20 

TV透視 2,535 211 

CT 26,885 2240 

MRI 10,112 843 

RI 366 31 

DXA 298 25 

今回の職員表彰では私が優秀表彰をい
ただきましたが、「未就業看護師の復
職支援研修」は山村壽美子看護部長の
指導のもと、三野直人副看護部長と一
緒に進めている活動です。全国的に看
護師不足が続くなか、病院全体で未就
業看護師の復職支援に取り組んできた
ことが学会で評価されたものと、うれ
しく受け止めています。

また、今回は4回目の職員表彰となり、「私でいいのかな…」
と驚くと同時に、うれしい気持ちでいっぱいです。こうい
う場を設けていただき、「もっと頑張りなさい」と励まさ
れた感じですね。表彰式では看護部の仲間もお祝いに来て
くれて、「みんなに支えられているから、今があるんだ」
という思いを強くしました。この表彰を機に、看護師とし
てもっと病院に貢献していきたいと思います。後輩たちと
一緒に “看護の楽しさ”を共有できるよう仕事に励み、
みんなで飛躍をめざしていきたいですね。

からのお知らせ


